第二回リレー小説「梅雨」白組五番手　
坂迫真一
　外は少し肌寒かった。
　佐原と二人、ひとつ傘の下並んで歩く。病院の売店で買ったものだ。当初は二人で別々の傘を購入したが、深く肩を抉られた彼には負傷していない右腕をあげることすら困難だった。苦痛に微か呻いた佐原を見て、私は傘を持つ役を買って出た。
雨滴の音を聞きながら、無言で歩く。お互いに何も言わなかったが、自然、足は砂丘へと向かっていた。アスファルトに溜まった水が靴底から浸透して、靴下が濡れる。重くなった足が徐々に熱を帯びる。傘をうつくぐもった雨音が、直接鼓膜を叩いているように感じる。
額や背中にうっすらと汗が滲んできた。それは蒸発することなく留まり続け、まるで自分自身が雨粒の一つにでもなってしまったような錯覚に陥る。　　
いや、それは錯覚ではない。なぜなら私は今、確かに雨の中で溺れているからだ。地下から地中、地上に至るまで、世界は完全に雨で水没してしまった。私は水の中にいる。沈み行く船が微かな空気を抱えたまま、深い深い海底へと向かっていくように、傘の下では直径１ｍにも満たないセカイが空気のたまり場で、息をすればするほど酸素が薄くなっていく。　
逃げ場なんてものはどこにもない。
苦しい。
水が侵食してくる。
息が、
出来ない。
苦しい、苦しい。
あぁ。このままでは
―――みみずのように死んでしまう。
「大丈夫？」
　声をかけられ、私は現実に引き戻された。意識が覚醒する。どうやら私は歩きながら悪夢に魘されていたようだ。佐原が心配そうに私の顔を覗いていた。
「大丈夫です、問題ありません」
「とてもそういう風には見えないよ。真っ青じゃないか」
　言われて初めて私は自分の顔が不自然にこわばっていることに気付く。知らず、唇をかみ締めていたらしい。
「少し休もうか」
　彼に促され、私達は近くの公園へ立ち寄った。屋根がついた休憩所の中には、二人掛けのベンチがぽつんと置いてあるだけだった。私は傘についた水滴を払うと席の左側に腰かけた。佐原は入り口付近に立ってぼんやりと外を眺めていた。
「雨、止まないな」
「そうですね」
　灰色の空には継ぎ目無く厚い雲が敷き詰められ、そこから降る雨は霧のように視界を蔽い、景色の何もかもを灰色に染めあげていく。それは酷く、私の胸中に渦巻く不安を煽った。
　私は何故こんなに怯えているのだろう。
　原因を探ろうと試みても、頭の中に靄がかかった様に思考が上手く働かない。
　まるで観劇中に客席から突然舞台に立たされたかのように、言うべき台詞も、示すべき感情も何もわからないまま、私はここに放り出されてしまった。
　雨のせいだ。雨が何も見えなくさせているんだ。
　そういえば、佐原が車内でみみずに襲われた時も雨が降っていた。佐原の肩の傷に意識が向いていて、今まで忘れていたけれど。あの時ぱらぱらと冷たい雨が降っていた。
　その前、女性が襲われているのを目撃した時も。
　通り魔が出る時には、決まって雨が降っていた。
　だとしたら、まずい。今の状況はよくない。あのミミズ男が雨の日に現れるのだとしたら。
　今ここに存在していても何もおかしくは無い。
　どうして気づかなかったのだろう。
　私は、恐る恐る周囲を見渡した。
―――居た。
　所々ペンキが剥げかけ、内蔵のような茶色を曝け出している電柱の前。そこに墨のように焦げた黒のレインコートを着た人影があった。フードを深く被り、本来なら顔がある部分には吸い込まれそうな暗闇が広がっている。そいつは微動だにせず其処に立っていた。
「佐原先輩」知らず、声が震えていた。
「ん？どうした？」
「あそこに」
　佐原が私の指先から、その延長線上へと顔を向けた。しかし彼がその姿を確認する前に、人影の輪郭はぼやけ、音も立てずに霧散してしまう。しばらく彼は私の指差した方向をじっと眺めていたが、やがて「何も、ないけど」と言った。
「……すみません気のせいでした」
「ごめん」
「謝らないでください。ただの見間違いでしたから」

私は神経質になっているだけなのかもしれない。佐原が謝る必要はない。
　そもそも、どうして彼は私を外へ誘ったのだろうか。
また通り魔に襲われるかもしれないのに。
「先輩は怖くないんですか」
「怖くないよ」佐原は穏やかに言った。「怖くは無いんだ。恐れる必要がないとさえ思っている」

「そんな、もしかしたら殺されていたかもしれないんですよ」

「まぁ、そうなんだけど」佐原は困ったような声で笑いながら言った。

「生きていればこんなこともあるよ。君もそう思うでしょ？」
　そう言われた瞬間、私の身体に電流のような衝撃が走った。心臓から指先に至るまで石のように固まってしまう。私の中で、思考だけが止まらない。
わかったように言うな。私は、梅雨が嫌い。息苦しくなることに耐えられないから。私は、みみずが嫌い。私を見ているようで。どこにも行き場が無い姿を見せ付けられるのが怖くて。足掻く姿が醜くて。屍を見るのが切なくて。だから、私は、

「私は」人間が嫌いです。

「……私は」

不意に力が抜けて、私は自然に「そうですね」と答えることが出来た。
　佐原は優しげに微笑んだ。
　私達は、また砂丘に向かって歩き始めた。雨は次第に勢いを失い、雲の切れ間から太陽の光が漏れる頃には、すっかり止んでいた。
砂丘の頂には十和田と綾瀬が居た。二人は並んで海を眺めていたが、こちらに気付くと手を振って呼び寄せてきた。

「待ってたよ」

「待ってた？」

　まるでここに来ることを知っていたかのように、綾瀬は言った。

「知ってたというより、分かったんだよ。こうしなくちゃいけなかったことを。とにかく、前回、やり残しちゃったことをしないとな」

　いまいちぴんと来ない私に、「津理恵ちゃん津理恵ちゃん」と十和田さんが手を引いて歩き出す。

「ほら、結構悪くないでしょ」

十和田さんに導かれるまま砂丘を越えると、そこには虹と海と空があった。海と、そして水たまりが反射して砂の一粒一粒が星のように輝いている。あまりに出来すぎた光景だった。
「写真、撮ろうよ。皆でさ」
　
　あれから二ヶ月がたった。
私と十和田は殺人的な熱気を放つ太陽の下、地球温暖化なんか知ったことかと言わんばかりに冷房の効いた教室で講義を受けていた。通り魔の所為で始まった休講は夏休みまで続き、結果私達はどこの大学より早く夏休みが来たことになったのだが、その分の埋め合わせとしてどこよりも早く講義が始まってしまった。その為に私達はこうして炎天下の中、わざわざ学校に来ているのである。

結局犯人は分からずじまいだったが、通り魔による犯行は佐原を最後にぱったりと無くなり、雰囲気に委ねるまま事件は風化していった。もっとも佐原の件については、襲われた場所が遠く離れた鳥取であったことや目撃者である私達の証言が曖昧であったことから、警察には別件として扱われていたが。

　佐原は先週まで鳥取の病院で療養していた。もう既にこちらに帰ってきているようであるが、まだ本人とは会っていない。
「津理恵ちゃん。私ね、綾瀬君と付き合うことになったの」

　講義の後に、十和田さんはそう言った。

「ふーん。そうなんだ、おめでとう」何となくそんな気がしていたから、そう告げられてもあまり驚かなかった。

「それで、津理恵ちゃんはどうなの？」

「どうって何が？」

「佐原さん」

　思わぬ名前に一瞬ひるんでしまう。私は平静を装いながら「別に、なんでもないよ」と答えた。

「そうなの？」と小首をかしげる十和田さん。少しあざといながらも中々に可愛い。綾瀬の彼女としては不釣合いな程だ。
「そうなの」

強引に話を断ち切って私は立ち上がる。十和田さんは、これから用事があるからと言って講義室前の廊下で別れた。

本日最後の授業を終えた私は、何となくサークル会館へと足を運んだ。時刻は午後五時を少し過ぎたところ。薄暗い会館の中で電気が付いている一角があった。そこでは佐原が一人でカードを並べていた。
「あぁ、三隅さん。久しぶり」

「もう怪我は大丈夫なんですか？」

「全快って訳じゃないけどね。こうして学校に来る分には特に問題ないよ」

佐原は手元に並べたカードをまとめながら「ねえ、一勝負しない？デッキは貸すからさ」と言った。

「いいですね。やりましょう」

　私は対面に座り、佐原からカードを受け取る。悪くない構成だ。これなら私でも充分に扱えるだろう。

　お互いの山札を切り混ぜ、机の上に並べる。序盤は拮抗。佐原が伏せていた罠カードを表にしながら言った。
「実は公園で雨宿りしたとき、僕もみみずのような人影を見たんだ」

「え？」私は手札から目をあげ、佐原の顔を凝視した。
「ほんの一瞬だったけどね」佐原は山札から二、三枚引きながら「君がみみずに見えた」そう言った。
「外見は僕を襲った奴と瓜二つだったけど、不思議とそいつとは別人なんだって事はすぐに分かった。現にほら、僕は今無事でいるだろ」
　あまりのことに何も言えないでいる私に構わず、彼は「あっ」と声を漏らすと自分の手札を場に置いた。そこには鎖で厳重に封印され、分解された魔人の全身があった。
「俺の勝ち」佐原は頬を緩めてそう宣言した。

　セカイは理不尽だ。真面目な人間にとってこれほど耐え難い事実は無いだろう。しかし、そんなのは当たり前のことで、皆それを忘れた上で生きている。

　けれど、そんな理不尽に救われることもあるのかもしれない。

　私は息を大きく吸って、ため息とともに吐き出した。

　ただそれだけのことに、緊張してしまう。

　そして私は、ちょっとだけ日常を壊した。

　今、私は、佐原と手をつないで歩いている。

――――――――――了
